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平成１５年９月１８日 

国土交通省建築指導課 

告示対象外で規制を受けない建材の例とその扱い 

 告示対象以外の建材については、ホルムアルデヒドの発散がほとんど認められないことから、居室の内装仕上げ

や天井裏等に、規制を受けることなく使用することができます。 

○金属類  ： アルミ板、銅板、ステンレス板、琺瑯鉄板(PCM板、塩ビ鋼板、カラーアルミ等を含む) 

○コンクリート類 ： コンクリート、モルタル、コンクリートブロック

○窯業建材 ： ガラス、タイル、レンガ

○天然石材 ： 石材、大理石

○無機系塗壁（水和硬化型・自己接着型） ： 漆喰、プラスター

○木 材  ： ムクの木材、縦継ぎ等面的に接着して板状に成型したものでないもの 

○ボード類 ： 木質系セメント板、パルプセメント板、石こうボード、ケイカル板、ロックウール吸音板、

インシュレーションボード、ハードボード、火山性ガラス質複層板、竹製のフローリング（接

着剤等は別途判断） 

○化粧材  ： 印刷紙、オレフィンシート、突板、塩ビシート、高圧メラミン樹脂板 

○塗 料  ： 告示対象以外の塗料 

セラックニス類、ニトロセルロースラッカー、ラッカー系シーラー 

ラッカー系下地塗料、塩化ビニル樹脂ワニス、塩化ビニル樹脂エナメル

塩化ビニル樹脂プライマー、アクリル樹脂ワニス、アクリル樹脂エナメル 

アクリル樹脂プライマー、合成樹脂エマルションペイント及びシーラー 

合成樹脂エマルション模様塗料、合成樹脂エマルションパテ、家庭用屋内壁塗料 

建築用ポリウレタン樹脂塗料、つや有合成樹脂エマルションペイント 

アクリル樹脂系非水分散樹脂塗料 

オイルステイン、ピグメントステイン 

○接着剤  ： 告示対象以外の接着剤 

酢酸ビニル樹脂系エマルジョン形接着剤、 

ビニル共重合樹脂系エマルジョン形接着剤、ゴム系ラテックス形接着剤、 

エポキシ変性合成ゴム系ラテックス形接着剤 

水生高分子－イソシアネート系接着剤、α－オレフィン樹脂系接着剤 

エポキシ樹脂系接着剤、ウレタン樹脂系接着剤 

変成シリコーン樹脂系接着剤、シリル化ウレタン樹脂系接着剤 

ホットメルト形接着剤 

○仕上塗材 ： 告示対象外の仕上塗材

内装セメント系薄付け仕上塗材 

内装消石灰・ドロマイトプラスター系薄付け仕上塗材 
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内装けい酸質系薄付け仕上塗材、内装水溶性樹脂系薄付け仕上塗材 

内装セメント系厚付け仕上塗材 

内装消石灰・ドロマイトプラスター系厚付け仕上塗材 

内装せっこう系厚付け仕上塗材、内装けい酸質系厚付け仕上塗材 

ポリマーセメント系複層仕上塗材、可とう形ポリマーセメント系複層仕上塗材 

防水形ポリマーセメント系複層仕上塗材、けい酸質系複層仕上塗材 

反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

防水形反応硬化形合成樹脂エマルション系複層仕上塗材 

合成樹脂溶液形系複層仕上塗材、防水形合成樹脂溶液系複層仕上塗材 

 

ただし、これらを素板として二次加工した場合には、使用される接着剤等に応じて、規制対象となる場合があり

ますのでご注意ください。 
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様式第３号（第6条、7条関係）　（用紙　日本工業規格A4縦型）
　

受け付け方法 持ち込み
採取者 (株)オンザウォール
測定場所 静岡工業技術研究所
採取年月日

平成23年9月29日に静岡工業技術研究所にて試験した結果は、下記のとおりです。

1.　供試材料： 「オンザウォールプレーン」、「オンザウォールファイバー」、「オンザウォールナチュレ」

2.　試験機器： ビルドインチャンバー　（TBR-2A0YPL　エスペック(株)製）

3.　試験方法： JIS A 6909-2003「建築用仕上塗材」（薄付け仕上塗材（内装）の調湿形）に準じて行った。
試験体は、JIS A 6901 に規定する厚さ９.５㎜の石膏ボードを３００×３００㎜に切断し
たものに材料を塗り付け、養生室（温度２３±２℃、湿度５０±５％）に１２日間静置した後、
裏面及び４側面をエポキシ樹脂で塗り包んだ。その後、温度２３±２℃、湿度４５±５％の恒温
恒湿器に４８時間静置したものとした。
試験は、あらかじめ試験体の質量 ＷＤ０（ｇ）を測定した後、これを温度２３±２℃、湿度９
０±５％の恒温恒湿器に２４時間静置した後、試験体を取り出し、直ちにそのときの質量 ＷＷ１
（ｇ）を測定した。質量 ＷＷ１（ｇ）測定後、温度２３±２℃、湿度４５±５％の恒温恒湿器に
入れ、２４時間静置後質量 ＷＤ１（ｇ）を測定した。この操作を２回繰り返し、乾燥状態での質
量 ＷＤ２（ｇ）と湿潤状態での質量 ＷＷ２（ｇ）を測定した。
吸放湿特性値Ａは次式により算出した。

Ｗ１＋Ｗ２＋Ｗ３＋Ｗ４
　　　　　　４×０.３×０.３

ここに、 Ａ：吸放湿量（ｇ／ｍ２）
　　　　Ｗ１：吸湿量（ｇ）＝ＷＷ１－ＷＤ０
　　　　Ｗ２：放湿量（ｇ）＝ＷＷ１－ＷＤ１
　　　　Ｗ３：吸湿量（ｇ）＝ＷＷ２－ＷＤ１
　　　　Ｗ４：放湿量（ｇ）＝ＷＷ２－ＷＤ２

4.　試験結果 測定結果を図１に示す。

図1

図2 オンザウォールプレーン 109ｇ/㎡
オンザウォールファイバー 106ｇ/㎡
オンザウォールナチュレ 89ｇ/㎡

試　験　成　績　書

平成23年9月29日
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様式第３号（第6条、7条関係）　（用紙　日本工業規格A4縦型）

試　験　成　績　書
受け付け方法 持ち込み
採取者 (株)オンザウォール
測定場所 静岡工業技術研究所
採取年月日

平成23年9月29日に静岡工業技術研究所にて試験した結果は、下記のとおりです。

1. 供試材料： 「オンザウォールプレーン」、「オンザウォールファイバー」、「オンザウォールナチュレ」

2. 試験機器： ガス検知管（ガステック㈱社製）

3. 試験方法： 試験体（１0cm 角／9.5㎜標準版石膏ボード塗付け、塗り厚1.5㎜）をデドラーバッグに入れ、ヒートシー
ルを施した後、設定したガス濃度となるようにアンモニアガスを添加した。
これを静地し、経過時間ごとに袋内のガス濃度をガス検地管を用いて測定した。また試験袋をい
れずに同様な操作をしたものを空試験とした。

4. 試験条件： 試験片寸法 ：10×10cm（標準版石膏ボード塗工）
試験ガス ：約200ppm アンモニアガス

5. 測定結果： 測定結果を図－3及び表－4に示す。

図3

図4
0 10 20 30 40 50 60

プレーン 200 10 5 3 2 1 1
ファイバー 200 11 5 4 3 2 2
ナチュレ 200 15 7 5 3 3 3
ビニールクロス 200 150 120 105 95 90 89

試料
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平成23年6月10日
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様式第３号（第6条、7条関係）　（用紙　日本工業規格A4縦型）
　

試　験　成　績　書
受け付け方法 持ち込み
採取者 (株)オンザウォール
測定場所 静岡工業技術研究所
採取年月日

平成23年9月29日に静岡工業技術研究所にて試験した結果は、下記のとおりです。

1.　供試材料： 「オンザウォールプレーン」、「オンザウォールファイバー」、「オンザウォールナチュレ」

2.　試験機器： ガス検知管（ガステック㈱社製）

3.　試験方法： 試験体（１0cm 角／9.5㎜標準版石膏ボード塗付け、塗り厚1.5㎜）をデドラーバッグに入れ、ヒートシー
ルを施した後、設定したガス濃度となるようにホルムアルデヒドガス（０．７５ppm）を注入した。
ホルムアルデヒド用ガス検知管（ガステック(株)社製）を用いてバッグ内の濃度を検知した。

4.　試験条件： 試験片寸法 ：10×10cm（標準版石膏ボード塗工）
試験ガス ：0.75ppm ホルムアルデヒド

5.　測定結果： 測定結果を図－3及び表－4に示す。

図3

図4 経過時間（分）
0 10 20 30 40 50 60

プレーン 0.75 0.05 0.05 0.03 0.03 0.03 0.03
ファイバー 0.75 0.13 0.06 0.06 0.04 0.03 0.03
ナチュレ 0.75 0.18 0.08 0.08 0.08 0.06 0.06
ビニールクロス 0.75 0.7 0.6 0.5 0.4 0.3 0.3

ホルムアルデヒド吸着試験試験内容

平成23年6月10日
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第11－KT－00194　号

分析結果報告書　平成23年11月04日

静岡市清水区庵原町1517

株式会社オンザウォール　　様

財団法人静岡県生活科学検査センタ
〒420－0881静岡県静岡市葵区］

静岡県公認登録　第142－6号
事業所名財団法人静岡県生活科学検
〒425－0085　静岡県焼津市塩津1
TEL O54－621－5003　FAX O54－621－3118

環境計量士（濃度関係）（登録第1851号）　那須野

受付年月日 �平成23年10月21日 �受　付　方　法 �持込 

試　　料　　名 �塗材 �採　取　書　名 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

採　取　場　所 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

採取年月日 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ �採　取　時　刻 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

特　記　事　項 �商品名：オンザウォールプレーン 

（出張採取以外の試料については、依頼者のお申し出により記入致しました。）

ご依頼を受けました上記試料について分析した結果を下記の通り報告致します。

分析の対象 �分析の結果 �分析の方法 

ホルムアルデヒド �0．01　mg／L未満 �JISK5601－4－13．8．7 a）吸光光度法 

以下余白 � 

備考：分析の結果欄に”未満”と表示されている数値は定量下限値を示します。 

当センターの文書による承認なしでは、完全な複製を除き、本結果書の一部だけの複製はできません
8



第11－KT－00193　号

分析結果報告書　平成23年11月04日

静岡市清水区庵原町1517

株式会社オンザウォール
様

財団法人静岡県生活科学検査センタ
〒420－0881静岡県静岡市葵区〕

静岡県公認登録　第142－6号
事業所名財団法人静岡県生活科学検
〒425－0085　静岡県焼津市塩津1
TEL O54－621－5003　FAX O54－621－3118

環境計量士（濃度関係）（登録第1851号）　那須野

受付年月日 �平成23年10月21日 �受　付　方　法 �持込 

試　　料　　名 �塗材 �採　取　書　名 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

採　取　場　所 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

採取年月日 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ �採　取　時　刻 �＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

特　記　事　項 �商品名：オンザウォールファイバー 

（出張採取以外の試料については、依頼者のお申し出により記入致しました。）

ご依頼を受けました上記試料について分析した結果を下記の通り報告致します。

分析の対象 �分析の結果 �分析の方法 

ホルムアルデヒド �0．01　mg／L �JISK5601－4－13．8．7 a）吸光光度法 

以下余白 � 

備考：分析の結果欄に’’未満”と表示されている数値は定量下限値を示します。 

当センターの文書による承認なしでは、完全な複製を除き、本結果書の一部だけの複製はできません
9



成分表
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